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Baitei Kinga (1823-1893) was a Japanese writer of critical essays and melodramatic novels. His most 
famous work is a satirical novel titled “Seven Weirdos” (1857). After the Meiji Restoration, he published 
his critical essays titled “Newspapers for Raising a Laugh” in 1875. On the essays he described parties to 
loan agreements at that time ironically. He emphasized trusting relationships between creditors and 
debtors instead of real estate mortgages. This study tries to analyze legal aspects on the essays and 
clarify the legal consciousness of ordinary people at the time. 
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岸錦重編の『訴訟必携』14)(明治 7 年 7 月出版)や大
内菫平編の『訴庭要覧』15)(鳩居堂、明治 7 年 10 月
出版)においては、改正された、明治 4 年 1 月 18
日の太政官布告の内容が示されることなく、同布告

























































































































































































































































































































1)   興津要「万亭応賀 略歴」『明治文学全集 1 明治開化期文
学集(一)』(筑摩書房、昭和 41 年)444 ページ。 
2)   興津要「梅亭金鵞 略歴」『明治文学全集 1』(前掲注(1))
参照。 
3)   長沼秀明「明治維新によって生まれた＜笑い＞：『寄笑新
聞』の世界」『笑い学研究』第 7 号参照。 
4)   興津要「幕末開化期文学研究」『明治文学全集 1』(前掲注
(1))424-425 ページ。 
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5)   以下、梅亭金鵞の略歴については興津要「梅亭金鵞 略歴」
(前掲注(2))を参照。 
6)   『寄笑新聞』の出版に関わった人物等の考察については、
長沼・前掲注(3)14-15 ページ参照。 
7)   興津・前掲注(2)448 ページ。 
8)   興津・前掲注(4)424 ページ。 
9)   本稿においては『明治文学全集 1 明治開化期文学集(一)』
所)収の梅亭金鵞『寄笑新聞』を参照した。本文引用の文
は同書 216 ページ。 
10)  梅亭・前掲注(9)200 ページ。 
11)  石井良助『日本法制史』(青林書院、昭和 34 年)365 ページ。 
12)  梅亭・前掲注(9)200 ページ。 
13)  梅亭・前掲注(9)200 ページ。 
14)  明治 6 年の太政官布告第 40 号については「第一 聴訟之
部」7-8 ページに記載。 
15)  明治 6 年の太政官布告第 40 号については「巻之一」12-13
ページに記載。 
16)  梅亭・前掲注(9)200-201 ページ。 
17)  伊東多三郎・阿部善雄・進士慶幹「本所出版物 大日本近
世史料 「市中取締類集八」」『東京大学史料編纂所報』第
4 号 82-83 ページ。 
18)  近藤圭造編『聴訟指令 第一篇 第三巻』(観奕堂、明治 8
年)10 ページ。 
19)  興津・前掲注(2)448 ページ。 
20)  梅亭・前掲注(9)206 ページ。 
21)  梅亭・前掲注(9)206 ページ。 
22)  梅亭・前掲注(9)206 ページ。 
23)  当初、貸す側は「家名」のことであると理解したのである
が、実際には、相手方は西洋犬のことを意味する「かめ」
(松村明編『大辞林 第三版』(三省堂書店、平成 18 年)参
照)を担保に入れようとしていたという話になっている。 
24)  梅亭・前掲注(9)200 ページ。 
25)  石井・前掲注(11)360 ページ。 
26)  中田薫『徳川時代の文学に見えたる私法』(岩波文庫版)(昭
和 59 年)33 ページ。初出本は、大正 12 年に半狂堂より出
版された。 
27)  梅亭・前掲注(9)202 ページ。 
28)  梅亭・前掲注(9)202 ページ。 
29)  梅亭・前掲注(9)202 ページ。
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